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    第２７９号 

令和４年５月１日発行 

森林ボランティア 

     フォレスターうじ 

 

四
月
定
例
活
動 

令
和
四
年
度
総
会
と
安
全
講
習
会
、
他 

活
動
日 

 

四
月
十
七
日
（
日
） 

曇 

活
動
時
間 

九
時
半
～
一
五
時
半 

活
動
場
所 

天
ケ
瀬
森
林
公
園
大
屋
根
休
憩
所 

参
加
者 

 

会
員
十
八
名 

来
賓 

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
森
づ
く
り
推
進
課 

課
長 

稲
本
氏 

 
 

課
長
補
佐 

田
窪
氏 

宇
治
市
農
林
茶
業
課 

課
長 

齊
藤
氏 

宇
治
市
環
境
企
画
課 

副
課
長 

井
上
氏 

 

少
し
肌
寒
さ
が
残
っ
た
が
、
気
持
ち
の
い
い
日
と
な
っ
た
。 

午
前
は
、
令
和
四
年
度
総
会
。
深
田
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
の

方
々
の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
く
。
議
長
は
中
佐
が
務
め
、
三
年
度

活
動
報
告
、
決
算
が
報
告
さ
れ
承
認
。
そ
の
後
、
コ
ー
ヒ
ー
ブ

レ
イ
ク
。
振
興
局
田
窪
氏
も
参
加
、
皆
で
色
々
と
話
を
し
た
。 

十
一
時
頃
総
会
再
開
。
深
田
会
長
の
再
任
が
承
認
さ
れ
、
新

役
員
の
発
表
。
林
新
副
会
長
、
新
設
の
森
林
整
備
担
当
に
中

佐
、
初
心
者
指
導
担
当
の
名
称
変
更
が
承
認
さ
れ
た
。 

深
田
新
会
長
か
ら
四
年
度
活
動
方
針
（
前
半
は
二
十
五
周

年
記
念
事
業
、
後
半
は
三
十
年
ま
で
の
活
動
方
針
の
検
討
等
）

と
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
議
論
し
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
議

長
降
壇
後
、
事
務
局
か
ら
保
険
等
注
意
事
項
の
報
告
を
し
、
総

会
は
終
了
し
た
。 

総
会
終
了
後
、
さ
っ
そ
く
二
十
五
周
年
記
念
事
業
の
植
林

場
所
に
つ
い
て
検
討
、
植
林
個
所
の
方
針
が
決
定
し
た
。 

午
後
は
、
田
窪
氏
の
安
全
講
習
会
。
初
心
者
指
導
等
（
安
全

第
一
）
の
話
、
質
問
も
出
て
有
意
義
な
講
習
会
だ
っ
た
。 

そ
の
後
、
二
十
五
周
年
記
念
事
業
分
科
会
の
話
し
合
い
。
結

果
、
記
念
研
修
会
は
十
一
月
六
日
、
七
日
の
一
泊
で
兵
庫
県
立

国
見
の
森
公
園
に
決
定
し
た
。
他
、
記
念
樹
、
記
念
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
も
概
要
が
決
定
し
た
。 

（
記 

中
佐 

昌
弘
・
木
曽 

宗
統
） 

 
 

設
立
二
十
五
周
年
記
念
式
典
及
び 

 
 
 
 

 
 
 

令
和
四
年
度
総
会
を
終
え
て 

会
長 

深
田 

和
夫 

  

日
々
緑
が
増
す
天
ケ
瀬
森
林
公
園
大
屋
根
休
憩
所
で
、

会
員
二
十
二
名
中
二
十
名
（
内
委
任
状
提
出
二
名
）
の
出

席
の
下
、
二
十
五
周
年
記
念
式
典
と
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
総
会
で
は
全
議
案
の
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
二
十
五
周
年
記
念
式
典
で
の
挨
拶
を

再
度
ご
披
露
い
た
し
ま
す
。 

 

当
会
は
、
林
業
の
体
験
を
通
じ
て
人
と
の
交
流
と
活
気

あ
る
森
林
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
京
都
府
の
「
交
流
の
森

づ
く
り
事
業
」
の
補
助
を
受
け
、
当
時
の
宇
治
市
総
務
部

管
財
契
約
課
が
平
成
九
年
六
月
天
ケ
瀬
森
林
公
園
を
活

動
拠
点
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
発
足
、
平
成
十
三

年
四
月
に
市
民
の
自
主
活
動
組
織
と
し
て
独
立
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

活
動
内
容
と
し
て
は
、
遊
歩
道
の
補
修
、
そ
の
周
辺
の

枯
木
や
倒
木
の
撤
去
、
雑
木
の
除
伐
。
宇
治
市
の
シ
ン
ボ

ル
木
で
あ
る
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
の
京
都
大
作
戦
の
森
へ
の

植
樹
、
裸
地
へ
の
ド
ン
グ
リ
等
苗
木
の
植
樹
、
森
林
公
園

内
の
環
境
整
備
や
緑
を
増
や
す
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
森
林
の
大
切
さ
や
自
然
と
触
れ
合
う
楽
し
さ
を

啓
発
す
る
活
動
と
し
て
、
宇
治
市
等
が
催
す
イ
ベ
ン
ト
に

も
参
加
し
、
除
伐
し
た
小
枝
を
使
っ
た
木
工
や
丸
太
切
り

の
体
験
、
緑
の
募
金
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
二
十
四
年
間
、
当
会
の
活
動
に
ご
指
導
、
ご
協
力

賜
り
ま
し
た
京
都
府
、
宇
治
市
、
各
団
体
の
皆
様
に
感
謝

の
意
を
お
伝
え
致
し
ま
す
。
ま
た
、
近
年
我
ら
の
貴
重
な

戦
力
と
し
て
学
業
の
傍
ら
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

京
都
府
立
大
学
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
森
な
か

ま
」
の
皆
様
、
夏
の
酷
暑
や
冬
の
厳
寒
に
も
負
け
ず
参
加

し
て
い
る
会
員
の
皆
様
に
も
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
日
か
ら
三
十
周
年
四
十
周
年
に
向
け
て
活
動
を
開

始 

始
し
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
三
年
度
総
括 

 

年
度
当
初
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
収
束
し
計
画
通
り
活

動
で
き
る
と
推
測
し
て
い
た
が
、
第
五
波
・
第
六
波
の
影

響
で
定
例
活
動
二
回
特
別
活
動
三
回
が
中
止
に
な
り
、
残

念
で
あ
る
。 

 

定
例
活
動
で
は
、
集
中
豪
雨
や
台
風
の
被
害
が
ほ
と
ん

ど
な
く
緊
急
の
整
備
作
業
が
生
じ
ず
、
通
常
活
動
の
枯
木

の
除
去
、
遊
歩
道
の
整
備
、
京
都
大
作
戦
の
森
の
雑
木
除

去
や
雑
草
の
刈
り
取
り
、
ど
ん
ぐ
り
の
苗
木
の
植
樹
と
移

植
を
行
な
っ
た
。 

 

会
員
が
楽
し
め
、
市
民
に
も
参
加
し
て
も
ら
う
施
策
を

計
画
。
森
の
音
楽
会
の
復
活
、
ミ
ニ
門
松
制
作
体
験
会
と

シ
イ
タ
ケ
植
菌
体
験
会
を
開
催
。
結
果
は
Ｐ
Ｒ
不
足
で
市

民
の
参
加
は
低
調
だ
っ
た
が
、
会
員
か
ら
は
良
か
っ
た
の

で
次
年
度
も
継
続
し
た
い
と
言
わ
れ
た
。
ま
た
、
宇
治
市

役
所
正
門
に
約
二
ｍ
の
門
松
を
設
置
、
我
々
の
技
能
を
市

民
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
と
思
う
。 

 

二
十
五
周
年
記
念
事
業
の
準
備
に
つ
い
て
は
、
記
念
研

修
会
、
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
記
念
樹
の
三
分
科
会
を
立

ち
上
げ
、
今
年
度
に
実
行
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
。 

令
和
四
年
度
活
動
計
画
の
主
旨 

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
二
十
五
周
年
記
念
事
業
を
核
と
し
た

林
内
・
散
策
路
の
整
備
を
推
進
す
る
」
と
し
、
上
半
期
は

記
念
事
業
の
完
遂
を
主
体
に
活
動
。 

そ
の
後
、
三
十
周
年
に
向
け
次
年
度
以
降
の
整
備
方
針

を
検
討
す
る
委
員
会
を
設
置
す
る
予
定
。
森
林
整
備
は
、

ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

き
そ
の
計
画
に
沿
っ
て
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
。
そ
れ
を

委
員
会
で
具
体
化
で
き
た
ら
と
思
う
。 

最
後
に
、
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
を
徹
底
し
、
安

全
第
一
で
活
動
を
続
け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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令
和
四
年
度
運
営
体
制 

令
和
四
年
度
総
会
で
、
深
田
会
員
を
会
長
に
選
任
し
、
新
会

長
が
本
年
度
の
役
員
を
左
の
よ
う
に
指
名
し
承
認
さ
れ
た
。 

役 

員 

会 

長 
 

深
田 
和
夫 

副
会
長 

 

小
林 
清
三
郎 

 

林 

幸
広 

参 

与 
 

松
川 

正
廣 

班 

長 
 

新
宮 

邦
春
（
Ａ
班
） 

水
野 

民
雄
（
Ｂ
班
） 

副
班
長 

 

上
田 

匡
慶
（
Ａ
班
） 

久
保
田 

敏
弘
（
Ｂ
班
） 

事
務
局
長 

 
 

木
曽 

宗
統 

事
務
局
担
当
者 

上
田 

匡
慶
（
工
具
） 

 
 
 
 

 
 
 

加
地 

富
士
夫
（
会
計
） 

 
 
 
 

 
 
 

木
曽 

宗
統
（
会
報
） 

 
 
 
 

 
 
 

林 

幸
広
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
） 

 
 
 
 

 
 
 

藤
原 

洋
子
（
庶
務
） 

監
査
役 

 

粟
津 

國
雄 

各
種
業
務
担
当
者 

天
ケ
瀬
活
動
計
画
担
当 

深
田 

和
夫 

太
陽
が
丘
実
行
委
員
長 

小
林 

清
三
郎 

森
林
整
備
企
画
担
当 

 

中
佐 

昌
弘 

安
全
指
導
担
当 

 
 
 

中
佐 

昌
弘 

産
物
管
理
担
当 

 
 
 

小
林 

清
三
郎 

広
報
渉
外
担
当 

 
 
 

木
曽 

宗
統 

ｅ
ｃ
ｏ
ッ
ト
宇
治
担
当 

新
宮 

邦
春 

電
動
工
具
取
扱
責
任
者 

上
田 

匡
慶 

初
心
者
指
導
担
当 
 

 

粟
津 

國
雄
（
一
日
体
験
を
含
む
） 

技
術
ス
タ
ッ
フ 

 

久
保
田 

敏
弘 

松
川 

正
廣 

山
口 

香
屋
子 

事
務
ス
タ
ッ
フ 

 
 
 

 

木
曽 

宗
統
（
印
刷
担
当
）
田
中 

一
夫
（
Ｈ.

Ｐ.

補
助
） 

林 

幸
広
（
会
報
補
助
）
山
口 

香
屋
子
（
会
計
補
助
） 

エ
ッ
セ
イ 

森
林
公
園
の
桜
鑑
賞
を
し
ま
し
た 

水
野 

民
雄 

 

四
月
六
日
、
志
津
川
グ
ラ
ン
ド
か
ら
車
で
憩
の
広
場
へ
、
途

中
淡
い
ピ
ン
ク
色
の
三
つ
葉
ツ
ツ
ジ
が
所
々
に
咲
い
て
お
り
、

見
と
れ
て
脱
輪
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
運
転
。
憩
の
広
場
前

は
染
井
吉
野
等
の
桜
が
満
開
で
、
到
着
す
る
と
既
に
十
人
位
が

花
見
の
真
っ
最
中
、
弁
当
等
を
開
い
て
楽
し
ん
で
い
た
。 

冒
険
の
道
か
ら
急
な
山
道
を
登
り
、
馬
の
背
展
望
台
に
到
着
、

展
望
台
か
ら
は
繁
茂
す
る
ソ
ヨ
ゴ
の
枝
に
邪
魔
さ
れ
な
が
ら
も

宇
治
川
に
沿
っ
て
咲
く
桜
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
。 

そ
れ
か
ら
展
望
台
か
ら
急
な
山
道
を
野
鳥
観
察
小
屋
（
旧
）

へ
向
か
っ
た
。
そ
の
途
中
、
三
月
の
活
動
で
周
辺
雑
木
を
除
伐

し
整
備
し
た
山
桜
は
、
地
上
か
ら
七
～
八
ｍ
の
高
さ
付
近
で
五

分
咲
き
の
状
態
だ
っ
た
。 

除
伐
す
る
前
ま
で
は
雑
木
が
密
集
し
て
い
て
下
部
の
幹
に
日

光
が
当
た
ら
な
か
っ
た
た
め
、
上
部
に
し
か
花
芽
が
着
か
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
今
は
日
光
が
良
く
当
た
り
、
来
年
は
沢
山

の
花
芽
が
着
い
て
く
れ
る
と
期
待
す
る
。 

そ
の
直
ぐ
近
く
に
咲
く
染
井
吉
野
（
野
口
桜
）
は
満
開
で
少

し
散
り
始
め
で
は
あ
っ
た
が
、
花
び
ら
に
何
羽
か
の
小
鳥
が
蜜

を
吸
い
に
来
て
い
た
。 

そ
の
後
、
落
葉
の
道
か
ら
モ
ミ
ジ
の
道
を
通
り
、
京
都
大
作

戦
の
森
へ
向
か
う
途
中
、
大
屋
根
休
憩
所
の
屋
根
が
見
え
る
辺

り
で
、
密
集
し
て
咲
く
満
開
の
桜
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
近
く
で
鹿
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
、
風
流
な
花
見
と
な
っ
た
。 

大
屋
根
休
憩
所
か
ら
我
ら
が
活
動
拠
点
前
ま
で
は
、
上
か
ら

見
え
た
桜
が
花
び
ら
を
い
っ
ぱ
い
着
け
る
桜
並
木
、
活
動
拠
点

が
こ
ん
な
に
綺
麗
な
ん
だ
と
再
認
識
を
し
た
。 

自
由
広
場
の
桜
も
満
開
で
桜
の
ト
ン
ネ
ル
状
態
、
そ
し
て
広

場
に
緑
の
苔
が
生
え
て
お
り
、
そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
素
晴
ら

し
か
っ
た
。 

今
日
は
天
ケ
瀬
森
林
公
園
の
桜
を
満
悦
で
き
た
。 

 

今
後
の
活
動
・
行
事
の
案
内 

 

・
特
別
活
動 

六
月
五
日
（
日
）
太
陽
が
丘 

 
 

 

太
陽
が
丘
冒
険
の
森
の
整
備 

 

・
定
例
活
動 

六
月
十
九
日
（
日
）
天
ケ
瀬
森
林
公
園 

ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
の
製
作
、
他 

編
集
後
記 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園
で
、
森
林
で
の
活
動
を
通
じ
て
そ
の
楽
し
さ
を 

一
緒
に
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

新
し
い
仲
間
を
募
集
中
、
先
ず
は

一
日
体
験
か
ら
参
加
し
て
下
さ
い
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

（
会
報
担
当 

木
曽 

宗
統
） 

（
写
真
担
当 

田
中 

一
夫
） 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ

事
務
局 

 
 

 
 

宇
治
市
折
居
台
二
丁
目
一―

五 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

木
曽 

宗
統 

方 

℡
〇
九
〇―

九
二
七
〇―

〇
七
六
三 

(上)4/6自由広場の桜 (下)4/17総会終了後集合写真 


